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ま
る
わ
か
り

特集

大
空
町
の
ま
ち
づ
く
り

住民が主役のまちづくり

自治基本条例

　

現
在
、
大
空
町
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に
深
く
関

わ
り
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
自
治
基
本
条
例
（
仮

称
）
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
自
治
基
本
条
例
と
は
、
住
民
、

議
会
、
行
政
の
三
者
が
力
を
合
わ

せ
て
町
政
を
進
め
て
い
く
た
め
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の

で
す
。
三
者
が
こ
の
条
例
の
趣
旨

を
尊
重
し
、
こ
の
条
例
に
基
づ
い

て
町
政
を
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
「
大
空
町
」

を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

  

ポ
イ
ン
ト
は
「
情
報
共
有
」
と

「
住
民
参
加
」
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
情
報
を

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
積
極
的
に

提
供
し
、
提
案
や
話
し
合
い
が
で

き
る「
住
民
皆
さ
ん
の
参
加
の
場
」

を
広
げ
ま
す
。
住
民
皆
さ
ん
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
意
見
や
ア

イ
デ
ィ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
、

「
住
民
自
治
」
が
実
感
で
き
る
大

空
町
を
目
指
し
ま
す
。　

の
間
の
憲
法
と
し
て
、「
自
治
基

本
条
例
」
の
制
定
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

な
ぜ
「
町
の
憲
法
」
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
方
分
権
法
が
進
み
町
と
国
の

関
係
は
対
等
と
さ
れ
、
町
の
役
割

は
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
町
政

運
営
に
「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
住
民
の
合

意
に
よ
り
町
政
の
ル
ー
ル
を
明
確

に
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

ま
た
、
地
域
担
当
職
員
制
度
の

実
施
な
ど
、
町
民
と
行
政
が
相
互

理
解
を
深
め
な
が
ら
お
互
い
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
働
）
意
識

を
育
ん
で
い
く
た
め
の
住
民
参
画

型
の
行
政
運
営
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継
続
し
、

町
民
自
治
の
実
現
を
目
指
し
た
さ

ら
な
る
取
組
み
を
将
来
に
わ
た
っ

て
約
束
す
る
た
め
に
、
自
治
基
本

条
例
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

○
○
○
法

　

■
■
■
法

　

×
×
×
法

　

▲
▲
▲
法

　日本国憲法

国

　

○
○
○
条
例

　

■
■
■
条
例

　

×
×
×
条
例

　

▲
▲
▲
条
例

 自治基本条例

自治体

　

「
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
の
ル
ー
ル
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
考

え
方
や
住
民
・
議
会
・
行
政
の
役

割
、
住
民
参
加
の
仕
組
み
な
ど
を

ル
ー
ル
化
し
ま
す
。

　

住
民
が
、
町
の
こ
と
を
み
ん
な

で
考
え
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
町

政
に
今
よ
り
も
、
も
っ
と
参
加
し

て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

国
民
と
国
の
間
に
憲
法
が
あ
る

よ
う
に
、
大
空
町
で
は
住
民
と
町

　

大
空
町
は
こ
れ
ま
で
、
町
民
に

わ
か
り
や
す
い
町
政
を
目
指
し
て
、

「
情
報
公
開
条
例
」「
個
人
情
報
保

護
条
例
」「
行
政
手
続
条
例
」
な

ど
を
制
定
し
て
き
ま
し
た
。

自治基本条例は「町の憲法」
として住みよいまちづくり
を進めるための、みんなの
約束事なんだね。

そうね。だから自治のルールを決め

て、住みよいまちを次世代に引継い

でいかなければならないのね。

自
治
基
本
条
例
っ
て
何
？

な
ぜ
、
自
治
基
本

　
　

条
例
が
必
要
な
の
？
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講演会から

　　　　札幌大学法学部教授　福 士  明 氏

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

 

「
自
治
基
本
条
例
に
よ
る

　

 

大
空
町
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　　　 ふくし　あきら氏

〈プロフィール〉
1956 年　北海道生まれ
1979 年　北海道大学法学部卒業
1981 年　北海道大学大学院法学研
　　　　究科公法専攻修士修了
1998 年～札幌大学法学部教授

〈現在の公職〉
○北海道人事委員会委員
　（2007 年～）
○北海道道州制特区提案検討委員会
　委員（2007 年～）
○札幌市環境審議会副会長
　（2004 年～）

　
３
月
28
日
、
女
満
別
研
修
会
館

を
会
場
に
、
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　 

　
今
月
号
で
は
、
講
演
会
の
内
容

を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
自
治
基
本
条
例
と
は
何
か
〉

　

自
基
本
条
例
は
、
一
口
で
言
う

と
、
自
治
体
運
営
や
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
最
高

の
規
範
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
治
体
の
運
営
や
ま
ち
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
っ
た
ら
い

い
の
か
と
い
う
基
本
的
な
事
柄
を

定
め
た
「
ま
ち
の
憲
法
」
で
す
。

〈
自
治
基
本
条
例
の
意
義
〉

　

例
え
ば
、
国
際
連
合
と
い
う
機

関
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
憲
法
に

相
当
す
る
国
連
憲
章
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
は
日
本
国

憲
法
が
あ
り
ま
す
。
会
社
に
は
、

定
款
が
あ
り
、
団
体
の
運
営
の
基

本
的
事
項
を
自
分
た
ち
で
定
め
て

い
ま
す
。
自
治
体
自
身
は
、
今
ま

で
は
、
自
分
た
ち
の
自
治
体
の
運

営
を
こ
う
し
た
い
と
い
う
決
ま
り

を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
自

治
基
本
条
例
は
、
自
治
体
が
自
分

た
ち
の
団
体
運
営
の
基
本
的
な
事

項
を
自
分
た
ち
で
決
め
る
こ
と
に

意
義
が
あ
り
ま
す
。

〈
自
治
基
本
条
例
の
４
つ
の
要
素
〉

　

自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る
た
め

の
決
ま
り
事
は
な
い
の
で
す
が
、

今
ま
で
つ
く
ら
れ
た
自
治
基
本
条

例
を
見
て
み
る
と
４
つ
の
要
素
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
町
づ
く
り
で
あ
る

と
か
、
自
治
体
づ
く
り
の
理
念
で

す
。
大
空
町
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち

に
し
た
ら
良
い
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
住
む
人
が
誇
り

に
思
え
る
ま
ち
に
し
た
い
な
ど
の

目
標
・
理
念
を
掲
げ
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
自
治
体
の
運
営
や

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
な
基
本

的
な
原
則
で
行
動
し
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
多
く
の
自
治

基
本
条
例
に
は
「
情
報
共
有
」
と

「
住
民
参
加
」
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
情
報
を
住
民
と

共
有
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
、
自

治
体
運
営
を
し
て
い
く
。
あ
る
い

は
、
議
会
や
行
政
機
関
が
決
定
す

る
時
に
は
、
住
民
の
意
見
を
聴
い

て
か
ら
決
定
す
る
な
ど
、
そ
の
よ

う
に
ま
ち
づ
く
り
や
自
治
体
運
営

を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
事

項
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
で
す
が
、
自
治
体
運
営

の
制
度
や
仕
組
み
で
す
。
例
え
ば
、

住
み
良
い
ま
ち
を
作
り
た
い
、
運

営
し
て
い
き
た
い
と
き
に
は
、
住

民
感
情
や
理
念
だ
け
で
は
な
く
て

情
報
公
開
や
提
供
す
る
な
ど
、
実

際
に
制
度
や
仕
組
み
が
無
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
づ
く
り
の
理

念
・
目
標
と
か
基
本
原
則
を
具
体

的
に
行
っ
て
い
く
た
め
の
仕
組
み

で
、
「
情
報
公
開
の
制
度
」、「
情

報
提
供
の
制
度
」、「
住
民
投
票
の

制
度
」、「
住
民
参
加
の
制
度
」
で

す
。
実
際
に
制
度
や
仕
組
み
が
無

い
と
、
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
決

定
を
し
て
い
く
こ
と
が
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
具
体

的
な
仕
組
み
で
、
自
治
体
を
運
営

し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

４
つ
目
は
、
大
空
町
に
と
っ
て

最
高
の
規
範
と
す
る
こ
と
で
す
。

日
本
国
憲
法
に
相
当
す
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
「
ま
ち
の
憲
法
」
の

位
置
付
け
と
い
う
こ
と
で
す
。

〈
期
待
さ
れ
る
効
果
〉

　

自
治
基
本
条
例
が
で
き
て
も
、

す
ぐ
に
効
用
が
あ
る
と
は
言
え
な

い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
公
民

館
を
造
る
と
か
、
物
を
作
る
と
い

う
こ
と
の
よ
う
に
す
ぐ
効
果
が
見

え
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
自

治
体
の
運
営
の
あ
り
方
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
長
期
的
な
展
望
で
進

め
る
も
の
で
す
。

○
大
空
町
全
体

　

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
目
標
を

み
ん
な
で
議
論
さ
れ
て
、
そ
れ
を

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
し
よ
う
と

す
る
。
そ
の
情
報
が
共
有
で
き
る

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

地
方
政
府
と
し
て
は
、
憲
法
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
政
策
自

立
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

○
住
民

　

自
治
体
運
営
の
仕
組
み
を
作
る

時
に
係
わ
る
の
で
、
行
政
に
対
す

る
意
見
が
言
え
る
機
会
と
な
り
ま

す
。

○
議
会

　

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
基
準
の
提
供

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
治

基
本
条
例
が
で
き
た
ら
議
会
の
方

で
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
チ
ェ
ッ
ク

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

○
町
長

　

自
治
体
の
動
か
し
方
を
書
い
て

お
け
る
。
自
治
体
運
営
の
あ
り
方

を
実
現
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
職
員

　

職
員
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
仕

事
の
位
置
付
け
や
仕
事
の
や
り
方

が
明
確
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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　●５月７日から９日まで　

　　　午前８時４５分から午後８時まで

　●５月１０日

　　　午前８時４５分から午後５時３０分まで

　

　役場１階３号会議室

　総合支所１階住民生活課（戸籍窓口）

長寿医療制度
　（後期高齢者医療制度）

相談窓口開設のおしらせ

　次の日程で、長寿医療制度の相談窓口を開設します。

　ぜひ、ご利用ください。

日　時

新
し
い
保
険
証
を

　
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

75
歳
以
上
の
方
（
65
～
74
歳
で

一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
を
含

む
）
へ
３
月
下
旬
に
、
新
し
い
保

険
証
『
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
』
を
郵
送
で
送
付
し
て
い
ま

す
。

　

見
あ
た
ら
な
い
方
、
保
険
証
と

は
知
ら
ず
に
処
分
さ
れ
た
方
に
は
、

再
交
付
し
ま
す
。
印
鑑
を
持
参
の

上
、
役
場
ま
た
は
総
合
支
所
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
身
分

を
証
明
す
る
も
の
を
提
示
し
て
も

ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

こ
れ
か
ら
75
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
に
つ
い
て
は
、
役
場
ま
た

は
総
合
支
所
窓
口
で
交
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
後
日
ご
案
内

の
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
へ
受
診
の
際
は
必
ず

新
し
い
保
険
証
（
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
）
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
聞
等
で
「
新
し
い
保

険
証
が
届
い
て
い
な
い
方
」
の
た

め
に
旧
保
険
証
で
も
受
診
が
で
き

る
と
の
報
道
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
医
療
機
関
に
お
い
て

受
診
者
の
自
己
負
担
割
合
が
確
認

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

緊
急
の
場
合
を
除
き
、
新
し
い
保

険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
診
の
際
は

　
新
し
い
保
険
証
を

７５歳以上の方必読です

▲後期高齢者医療被保険者証

長寿医療制度
　（後期高齢者医療制度）

場　所

　
　

月
か
ら
長
寿
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　

こ
の
制
度
は
、
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
持
続
可
能
な
医
療
制
度
を
つ
く
る
た

め
、
都
道
府
県
ご
と
に
全
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
広

域
連
合
が
制
度
の
運
営
主
体
と
な
り
、
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
以
上
74

歳
以
下
の
方
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と
広
域
連
合
に

認
定
さ
れ
た
方
で
す
。

　

な
お
、
身
近
で
親
し
み
や
す
い
長
寿
医
療
制
度
と
し

て
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
３
月
下
旬
に
送
付
し
た
新

し
い
保
険
証
等
は
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

【お問い合わせ先】

　福祉課保健医療係（内線１０７）

　住民生活課町民生活係（内線４３４）

保険証が新しくなりま

した。ご確認ください。

４

支

役
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長
寿
保
険
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

た
方
へ
、
４
月
上
旬
に
「
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
仮
徴
収
額
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
料
額
の
算
出
方
法
は
、

来
月
号
の
広
報
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　４、６、８月の年金か

ら天引きされる保険料額

が記載されていますので

ご確認ください。

※１０月以降の天引きす

る額は、改めて通知しま

す。

　年金の支給額の理由により直接窓

口などで納めていただくことになる

方です。

※７月上旬に納付書が送付されるこ

　とになり、年間の保険料を７月か

　ら翌年の２月まで８回に分けて納

　めていただくことになります。

通知書が来た人は・・・ 通知書が来なかった人は・・・

旧
国
民
健
康
保
険
証
の
返
却
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

大
空
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
た
方
の
旧
保
険
証
を
役

場
ま
た
は
総
合
支
所
窓
口
で
回
収

し
て
い
ま
す
の
で
、
返
却
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
聞
な
ど
に
よ
り
旧
保

険
証
を
使
っ
た
悪
質
な
詐
欺
事
件

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
審

な
電
話
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

必
ず
役
場
へ
連
絡
の
上
、
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▲国民健康保険被保険者証

新しく長寿医療制度に加入された

方で、今まで国保加入者にされて

いた方は、返却してください。

▲老人保健医療受給者証

この受給証は全員返却してく

ださい。

年
金
か
ら
の

　
　  

保
険
料
徴
収

後期高齢者医療保険料仮徴収額特別徴収開始通知書

住宅用火災警報器は設置しましたか？

　平成１８年６月１日より消防法及び

火災予防条例が改正され、全ての住宅

に火災警報器の設置が義務化となって

います。

　平成１８年６月１日以降の新築住宅

は、既に設置されていますが、それ以

前に建てられた住宅についても、平成

２３年５月３１日までに住宅用火災警

報器を設置しなければなりません。

　火災により発生した煙や熱を感知して音声等により知ら

せることのできる機器のことで、早期に火災が起きた事を

知らせ、焼死事故を無くすことを目的としています。

【お問い合わせ先】

　大空消防署（７４－２６１９）

　大空消防署東藻琴出張所

　　　　 　　（６６－３３４４）

住宅用火災警報器とは？

　住宅火災で亡くなった人のうち、７割が逃げ遅れのため

命を落としています。また、逃げ遅れが多い理由は、夜間

就寝中に火災の発生が多いからです。

なぜ住宅用火災警報器が必要なのか？

　アメリカやイギリスでは、既に住宅用火災警報器の設置

が義務付けられており、死者数が半減しています。 

設置の効果は？

平成２３年５月３１日まで
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こんなときには、
　　民生委員・児童委員に相談を

○在宅生活に関すること

　・介護保険制度や福祉サービスの利用に関することなど

○暮らしのこと

　・住まいや生活保護に関することなど

○家族関係のこと

　・親子関係や結婚・離婚に関することなど

○育児・教育のこと

　・いじめや児童虐待に関することなど

○その他の困りごと

氏　　名 電話番号 担　当　地　区　等

坂　井　朋　子 74-3158
湖畔、元町、栄町第１・
第２

白　鳥　春　子 74-2015
日の出町第１、公園、さ
くら

堤　　　正　幸 74-2061
日の出町第２、錦町第１、
錦町はなぞの

阿　部　優　一 74-3298 錦町第３

太　田　　　勇 74-4787 栄町第５・第６

廣　部　悦　子 74-3409 栄町第３、栄町しらかば

丹　治　弘　之 74-2964 錦町第２、中央、夕陽台

渡　邊　直　子 74-3477 東陽、昭和第１・第２

山　本　光　夫 74-2445 湖南

岩　原　秀　夫 74-2546 朝日、巴沢（１・２・３班）

谷　　　俊　文 74-5585 日進、開陽

山　口　　　登 74-3104 大成

東　海　正　志 74-2706 大東、巴沢（４班）

古　川　太　一 74-2849 本郷

上　地　千江子 74-3798 住吉

安　達　榮　子 74-3310 豊里

松　永　幹　雄 74-2364
主任児童委員（女満別地
区全域）

中　村　貴　子 74-4072
主任児童委員（女満別地
区全域）

氏　　名 電話番号 担　当　地　区　等

山　本　貞　三 66-2442 北一区

原　本　光　枝 66-2641 北二区、西区の一部

金　谷　　　晃 66-2432 中央区

児　玉　幸　子 66-2613 南区

伊勢谷　義　信 66-2214 上東、旭台、東区

嶋　崎　　　武 66-3227 山園

藤　井　茂　行 66-3731 千草、福富

渡　辺　　　最 66-3066 末広

船　橋　一　幸 66-2770 明生、大進、新富

菊　地　健　治 66-2137 西倉、西区の一部

中　鉢　由美子 66-3525
主任児童委員（東藻琴地
区全域）

佐　藤　雅　代 66-3440
主任児童委員（東藻琴地
区全域）

区地琴藻東区地別満女

民 生 委 員・ 児 童 委 員 名 簿

（敬称略）

　民生委員・児童委員は、地域の誰もが幸せで安心した

生活を送れるように応援します。

　何か心配ごとがありましたら、民生委員・児童委員に

ご相談ください。

　民生委員・児童委員の中には、子どものことを専門に

担当し、活動する「主任児童委員」もいます。いずれも

任期は３年です。

　なお、民生委員・児童委員には、守秘義務があり、相

談内容や秘密が他に漏れることはありませんので、お気

軽にご相談ください。

お気軽にご相談ください

民生委員・児童委員

【お問い合わせ先】

　　福祉課社会福祉係（内線１１１）

　　保健福祉課社会福祉係

　　　　　　　　 （６６－２０７０）

支

役

　毎年５月１２日から５月１８日までの１週間は、
「民生委員・児童委員活動強化週間」です。
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北
海
道
か
ら
大
空
町
へ

事
務
・
権
限
移
譲
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

　
　

海
道
か
ら
町
へ
の
事
務
・

　
　

権
限
移
譲
と
は
、
こ
れ
ま

で
北
海
道
が
行
っ
て
き
た
仕
事

の
一
部
を
町
で
引
き
受
け
る
よ

う
に
す
る
取
り
組
み
で
、
表
１

の
と
お
り
受
け
入
れ
を
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
こ
と
や
普
段
の
生
活

に
密
着
し
た
こ
と
は
、
北
海
道

が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
住
民

の
声
が
直
接
届
き
、
地
域
の
事

情
を
一
番
良
く
知
っ
て
い
る
町

が
決
定
す
る
こ
と
が
、
よ
り
良

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
り
ま

す
。

　

こ
の
事
務
・
権
限
移
譲
に
つ
い

て
、
今
後
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
事
務
量
と
費
用
対
効
果
、

他
市
町
村
の
動
向
な
ど
総
合
的
に

勘
案
し
た
う
え
、
受
け
入
れ
る
事

務
・
権
限
移
譲
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
課
行
政
経
営
係

　
　
　
　

      

（
内
線
２
１
１
）

権限移譲事務の内容 根拠法令等名

１

生活環境、農林水産業又

は生態系に係る被害の防

止を目的とした鳥獣の捕

獲等の許可

鳥獣の保護及び狩

猟の適正化に関す

る法律

２

農地又は採草放牧地の権

利移動の許可等

農地の転用の許可

農地法

３
種馬鈴しょ生産者の登録

等

北海道種馬鈴しょ

生産販売取締条例

４

浄化槽の設置又はその構

造若しくは規模の変更の

届出の受理等

浄化槽法

５
騒音発生施設等の設置等

の届出の受理等

北海道公害防止条

例

６
中小企業等協同組合の設

立の認可等

中小企業等協同組

合法

７

屋外広告物法違反に係る

はり紙、はり札等、広告

旗又は立看板等の除却又

は除却の命令若しくは委

任等

屋外広告物法

８
定められた区域内の土地

の形質の変更等の認可等

都市計画法

表１　権限移譲を受けている主な事務

北

権限委譲

町　民 大空町
申　請

申　請

相談等

許認可等
経　由

北海道 大空町

町　民

申　請

相談等
許認可等

権限移譲イメージ

役

平成２０年度

健康診査
　　予約受付中！

※３０歳から７４歳までの大空町国民健康保険に

　加入されている方は、特定健診（従来の基本健

　診）の受診をお願いします。

※詳しくは、広報４月号折り込みのチラシをご覧

　ください。

※７月実施の健診の詳細については、

　広報６月号に掲載します。
【お問い合わせ先】

　福祉課健康推進係（内線１１３）

　保健福祉課健康推進係（６６ー２０７０）支

役

《今年度総合検診日程》

　●平成１９年７月１２日（土）から

　　　　　　　７月１４日（月）まで

　●平成２０年１月２２日（木）から

　　　　　　　１月２５日（日）まで

　みなさんの体は、日々頑張って活動していま

す。ときには、少々無理をしたり、疲れがたま

ったり。そんな体の状態を、総チェックするの

が健康診査の役割です。

　年に一度は健診を受けて、日頃の健康管理に

お役立てください。

　健診には、予約が必要です。
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ふれあい意見箱・町長へのメール

日頃から思っていること
　　　　　ありませんか？

【お問い合わせ先】

　　企画課広報広聴係（内線２１４）

みなさんからいただいたふれあい意
見箱の意見や町長へのメールの一部
をご紹介します。

ご　意　見　・　ご　質　問 町　　の　　回　　答

図書館に赤ちゃんのオムツを取

り替えるスペースが欲しいです。

授乳スペースがあるなど赤ちゃ

ん連れでも行きやすい図書館に

して欲しいです。

女満別図書館では、昨年の５月から２階の和室を開放して、赤ち

ゃん絵本の部屋を開設しました。この部屋には、幼児用絵本やお

もちゃのほかオムツマットを用意して、オムツを取り替えたり、

授乳できるようにしています。

また、東藻琴図書館では、図書館と隣接しているエレベーターホ

ールの一角にベビーベットを置き、自由に対応できるようにして

います。（担当：社会教育課）

駅入り口のドアがとても重たく開閉に苦慮し

ています。自動ドアや軽いドアへの改善はで

きないでしょうか。（女満別農業構造改善セン

ターの入り口も同じです。）

女満別農業構造改善センター入り口の両開きドアについては、６

月に自動ドアへの改修を行う予定です。

また、駅入り口のドアについては、今後自動ドアへの改修を検討

します。（担当：農政課・社会教育課）

他の町で、夫婦２人合わせて１４０歳以上の

２人暮らし世帯を対象にした長寿者夫婦の集

いが実施されていました。ぜひ、大空町でも

実施してください。

高齢者の生きがいづくりや交流の場づくりを目的に、高校生との

交流やふれ愛食事会、ふれあい昼食会、演芸会などが年間を通し

て開催されています。

高齢者の夫婦を対象にしたものは過去にも開催されていましたが、

ご不幸にもご夫婦のどちらかが亡くなられた方もいますので、広

く高齢者の皆様を対象とした取り組みをさせていただいています。

ご理解をお願いします。（担当：福祉課）

東藻琴幼稚園は、お弁当持参です。私は、朝

早くから仕事をしなければならなく、とても

大変です。

また、冷凍食品に頼りがちになることや子ど

もに温かいご飯を食べさせたいと思いますの

で、給食を導入してください。

平成１３年にも同様の要望書が出され、検討をした経過があり、

小学校入学の下準備として月１回のお誕生会にあわせて給食を出

しています。

現在、幼稚園児への給食を配膳するときには、温かいものや汁物

を出すことも多いため、教諭のほかに父母の方５名程度のお手伝

いをいただいています。

今後、幼稚園に給食を出す場合には、教諭の数などから父母の方々

のご協力が不可欠となります。父母の方のご要望や給食配膳につ

いてのアンケート調査を実施し、意向を把握したいと思います。

なお、現在の給食センターの施設規模及び人員で幼稚園分の給食

を作る処理能力はありますが、設備の面から幼稚園児、小学生と

いった施設別に別メニューを作れる状況とはなっていませんので、

全部が同じメニューとなります。（担当：東藻琴幼稚園、学校給食

センター）

メルヘンカルチャーセンターの１１月から３

月までの利用の抽選日程について、８月末の

抽選はとても忙しい時期なので大変困りまし

た。１月から３月までの間で１年間の抽選を

したほうが良いと思います。

条例で利用日の３ヶ月前から予約ができますが、２年前から利用

者の便宜を図り、８ヶ月前からの事前仮予約を実施しています。

要望の意見については、１年間の予約となった場合のキャンセル

対応の問題があるため現在行っておりませんが、今後利用者全体

の意見を踏まえて検討します。（担当：農政課）

女満別農業構造改善センターの温泉は、高齢

者の利用も多いので、浴槽内に手すりの設置

箇所を増やし、シャワーチェアーを置くこと

は可能ですか。

浴槽内の手すりの増設は、浴室内のスペースを狭くし、浴室内の

構造上からも難しいと考えています。

なお、シャワーチェアについては、設置をしました。（担当：農政課）

役
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ご　意　見　・　ご　質　問 町　　の　　回　　答

東藻琴地区の広報の配布について、農村地区

だけでも、広報等の配布方法を女満別地区と

同じように高齢者就労センターへ委託してく

ださい。配布も 1 回で良いのではないでしょ

うか。折り込みチラシも多く、これでは見ま

せん。

現在、女満別地区は、高齢者就労センターへ委託し戸別配布して

います。東藻琴地区は、各自治会の協力を得て班長等による戸別

配布とし、配布に伴う月２回分を自治会活動金として年間交付し

ています。

東藻琴地区の配布方法を、高齢者就労センターへ委託とする町か

らの提案に対し、東藻琴地区自治会連合会において協議をいただ

きましたが、配布には、自治会会員の安否確認の目的もあること

から、自治会で配布することで取決めがされた経過があります。

今後、各自治会からの要望が多くなった場合には、再度連合会で

の協議をいただきたいと考えています。

広報の配布回数は、より新鮮な情報をすぐに住民の皆さんに伝え

るため、月２回発行しています。

また、折込チラシは極力減らし、必要なときだけ入れるように努

めています。しかし、紙面の都合などから折込する場合もありま

すのでご理解願います。（担当：企画課）

女満別農業構造改善センターの施設内で、大

声をあげ暴れている場面や奇声が聞こえてき

て、とても不安に感じます。

職員の服装がだらしなく、職員なのかお客な

のかの区別がつ

きません。

食堂コーナーの

方のマナーも悪

いです。

農業構造改善センターでは、土曜日に、ＮＰＯ法人「夢の樹オホ

ーツク」主催により、障がいのある方の就労のための訓練と公共

の場でのマナー習得を目的として「みんなのお茶の間『ゆ・めまん』」

を開催し、食事の提供等による障がい者支援活動を行っています。

大声や奇声、問題行動等は、正しい表現方法や正しい行動選択が

難しいという障がいによるものです。このことにより利用者の方

が不快に感じることがあると考えます。今後は、行動障がい対応

に長けたスタッフの配置を行うなどの対策を講じ、利用される方

が不快とならないよう努めます。

また、職員等の服装は、パート職員と支援者は制服、研修生であ

る障がいのある方はエプロンと名札を着用することとします。

ご理解をお願いします。（担当：農政課）

　

４
月
１
日
は
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー

ル
。
嘘
が
許
さ
れ
る
日
で
す
。

　

ま
さ
に
こ
の
日
の
天
候
は
目
を

疑
い
た
く
な
る
猛
吹
雪
で
し
た
。

新
聞
に
よ
る
と
女
満
別
で
44
セ
ン

チ
。
春
の
湿
っ
た
重
た
い
雪
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
除
雪
が
十
分
で

は
な
く
、
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日
跳
び
込
ん
で
き

た
の
は
、
森
勝
さ
ん
の
訃
報
で
し

た
。
あ
ま
り
に
突
然
の
こ
と
で
、

耳
を
疑
う
ば
か
り
で
し
た
。
森
先

生
は
永
ら
く
教
職
に
あ
り
、
旧
東

藻
琴
村
、
旧
女
満
別
町
で
教
べ
ん

を
と
り
、
退
職
後
は
ふ
る
さ
と
東

藻
琴
に
居
を
構
え
、
自
治
会
活
動
、

講
演
活
動
に
奔
走
す
る
毎
日
で
し

た
。
郷
土
史
に
も
造
詣
が
深
く
、

ま
さ
に
地
域
の
生
き
字
引
と
い
う

方
で
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
嘘
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
シ
ョ
ッ
ク
の
ほ
か
、
も

う
一
つ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
北
海
道

新
聞
の
記
事
で
し
た
。「
薄
い
統

一
感　

旧
村
に
不
満
」
と
い
う
見

出
し
で
す
。
こ
の
日
は
、
年
度
初

め
と
い
う
こ
と
で
、
役
場
、
総
合

支
所
に
お
い
て
職
員
に
話
を
し
ま

し
た
。
話
題
の
一
つ
に
町
民
の
皆

さ
ん
の
目
線
、
考
え
方
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
行
政
組
織
に
身
を
置

く
あ
ま
り
、
と
も
す
れ
ば
お
役
所

の
論
理
を
振
り
か
ざ
し
、
一
方
か

ら
の
見
方
で
判
断
し
て
し
ま
い
が

ち
に
な
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
見
て
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
今
回
の
新
聞
報
道

も
例
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
見
方

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
謙
虚
に
受

け
止
め
な
け
れ
ば
、
次
の
改
善
策

に
結
び
付
い
て
い
か
な
い
旨
を
話

し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
残
念
だ
っ
た
の
は
、
町

民
有
志
の
方
々
が
合
併
２
周
年
を

記
念
し
て
、
東
藻
琴
、
女
満
別
両

地
域
の
融
合
を
は
か
ろ
う
と
企
画

し
て
く
だ
さ
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

演
芸
会
の
趣
旨
が
伝
わ
ら
ず
、
そ

の
こ
と
が
か
き
消
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
確
か
に
合

併
の
効
果
が
実
感
で
き
な
か
っ
た

り
、
融
合
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ

な
機
会
を
捉
え
、
新
し
い
町
の
雰

囲
気
を
創
っ
て
い
こ
う
と
努
力
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
有
難
い

こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
合
併
と
い
う
道

を
選
択
し
ま
し
た
。
常
に
新
し
い

町
の
形
を
模
索
し
て
行
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ふ
れ
あ
い
と
語

ら
い
で
創
る
感
動
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
標
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
４
月
１
日

町
長
手
記
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My Town Gallery

まいたうんギャラリー

　広報では、より新鮮で町民皆さんの身近な話題な

どを掲載したいと考えています。

　皆さんの周りの出来事や情報のほか、ご意見等が

ありましたら、　　企画課広報広聴係（内線２１４）

までお気軽にご連絡をお願いします。

役

　もしもの災害に備え、日赤奉仕団研修会が、東

藻琴農村環境改善センターで行われました。

　「小さな瞳に癒されて～東南アジアの子どもと

１５年～」と題した佐薙秀夫さん（夕陽台）の講

演の後、災害時にハイゼックス袋（炊飯袋）を使

ったのお米の炊き出し方法を学びました。

３／

２４

　東藻琴高校生徒の実習生産物を販売するフレッ

シュマーケットが、東藻琴高校で行われました。

　町内外から多くの人で賑わい、人気のあるハム・

ソーセージなどの肉加工品は、わずか３０分で完

売するなど大盛況でした。

　次回の開催は、５月３１日です。

４／

１９

　北海道医療大学心理科学部教授の中野倫仁さん

を講師として招き、介護予防講演会が、女満別研

修会館とふれあいセンターフロックスで行われま

した。

　高齢者の物忘れ予防と認知症ケアについてと題

して行われた講演会では、講師の物忘れ専門外来

の診療経験から、認知症の治療薬や日常生活にお

ける認知症予防などについて話されました。

３／

３０

　６月１日に教育文化会館で公演する競馬予想屋

人情喜劇「そのまま！」を演出する加納新平さん

を講師に招いた演劇セミナーが教育文化会館で行

われました。

　テレビドラマと演劇の違いや演劇の魅力につい

て話されました。　

４／

　５

　今年も女満別商工会女性部（部長：秋岡房子さ

ん）の皆さんが、女満別地区の保育園や幼稚園の

新入園児、小学校の新入学児童に、交通安全の祈

りをこめた手作りの「愛の鈴」を寄贈していただ

きました。

　ありがとうございました。

　「海外研修参加者の会」（会長：三好清一さん）

の皆さんが、空港周辺のゴミ拾いを行ってくれま

した。

　ありがとうございました。

４／

　７

４／

１３
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ほめてあげてね！ ―虫歯ゼロの子紹介―

　　月に行われた３歳児健診で、

　　虫歯のない子が３人いました

ので、ご紹介します。

　これからも歯みがきを頑張りま

しょう。

４

平　田　恒　暉くん

（西　倉）

斉　藤　千　尋くん

（福　富）

渡　辺　　　快くん

（北１区）

こ う き かい ち ひ ろ

東
京
農
業
大
学

女
満
別
高
校高

大
連
携

　
　

月
27
日
、
女
満
別
高
校
と
東
京
農
業

　
　

大
学
が
、
生
徒
・
学
生
の
交
流
促
進

や
授
業
内
容
に
つ
い
て
協
力
し
合
う
こ
と

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
相
互
協
力
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
は
、
東
京
農
業
大
学
の
講
師

を
女
満
別
高
校
に
招
い
て
の
授
業
や
東
京

農
業
大
学
に
体
験
入
学
す
る
な
ど
の
交
流

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
教
育
研
究
活
動
や
生
徒
と
学
生

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、

さ
ら
な
る
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

３

　３月３０日、大空町誕生２周年チャリティー演芸会（実

行委員会主催）が教育文化会館で行われ、歌や踊りなど、

出演者の趣向をこらした出し物が披露され、会場いっぱ

いに集まった観客から多くの拍手が送られました。

　また、町の福祉活動のために、収益金の一部から１０万

円のご寄附がありました。

　ありがとうございました。

大空町誕生２周年

チャリティー演芸会
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①　アスパラは、はかまをとって色よく茹で、斜めに切る。

②　ごまはフライパンで炒って、すり鉢ですりおろす。

③　みそ、砂糖、酢と②を混ぜ、①を入れて和える。

★１人当たりの栄養★

　エネルギー　　４４kcal

　たんぱく質　　１．９g　

　脂　　　質　　１．８g

　塩　　　分　　０．８g

おすすめ レシピ
ヘルスメイトの

大空町食生活改善推進協議会

作り方

【担　当】

　　福祉課健康推進係（内線１１４）役

～アスパラのごまみそ和え～

献立ヒント～アスパラのごまみそ和えに

　ご飯、かつおのたたき（大根おろし添え）、かぶと厚揚げ

の含め煮、キャベツの即席漬け

●材料（４人分）

　・アスパラ　１束（１００ｇ）　・み　そ　大さじ１と１/３

　・ご　　ま　大さじ１　　　   ・砂　糖　大さじ１と１/３

　・　 酢　　 小さじ２

　今年度も年６回お勧めレシピを掲載しま

す。最近何かと話題の“メタボリックシン

ドローム”その対策として地元野菜を使っ

たお料理を紹介していきたいと思います。

ぜひ、ご家庭の献立に加えてください。

内臓脂肪が減少！血液データが改善！
　ライフスタイル改善プログラムとは、町の健診を受け

られた方で、メタボリック症候群やその予備軍に該当し

た方を対象に、運動と食事を中心とした生活習慣の改善

をサポートするプログラムです。平成１９年８月から平

成２０年１月までの約半年間、プログラムに取り組まれ

た方に協力していただき、プログラムの効果とご本人の

感想をお伝えします。

検査項目 基準値
H18.

10.29

H20.

 1.24

脂質代謝 中性脂肪

（mg/dl）
30 ～ 149 159 106

HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ

（mg/dl）
40 ～ 80 55 67

LDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ

（mg/dl）
80 ～ 120 171 150

糖 代 謝 血糖値

（mg/dl）
109 以下 91 81

HbA1c

(%)
5.4 以下 5.6 5.4

腎 機 能 尿酸

（mg/dl）
4.6 ～ 6.9 7.1 6.6

ｸﾚｱﾁﾆﾝ

（mg/dl）
1.3 未満 1.1 0.77

脂質代謝

改善！

糖代謝

改善！

腎機能

改善！

＜プログラムの感想は？＞

　今まで習慣のなかった体重を毎日測って

記録することを実践し増減が意識でき良い

経験となりました。

　また、時期が演劇練習と重なったことが、

体調に気を配り、規則正しい生活につなが

り良かったと思います。

＜どんなことに取り組みましたか？＞

　缶コーヒー（加糖）からお茶への切り替

えと、冬期間もなるべく歩くことを実践し

ました。

＜これからの目標は？＞

　今後はリバウンドに気を付けて、今回タ

バコの本数が１０本 /日位減ったので、更

に本数を減らしていきたい。

ライフスタイル改善プログラム実戦報告②

《
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
》

女満別大東　森田　暢明さん

　体　　　重　　－１ｋｇ！

　お腹まわり　　－４.９ｃｍ！
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国民年金の請求手続き
　　　はお済みですか？

　

昭
和
18
年
４
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
は
、

65
歳
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
国
民
年
金
の

請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【お問い合わせ先】

　北見社会保険事務所　TEL ０１５７－３３－６００５

　   住民課町民係　　　　 （内線１０２）

　   住民生活課町民生活係（内線４３１）

国民年金
役

支

若 年 者 納 付 猶 予 制 度

　３０歳未満の第１号保険者の方で本人と配偶者の前年の

所得が一定以下の場合、申請し承認されると保険料の納付

が猶予される制度です。

　経済的理由等で納付が困難なときは、未納のままにせず

に、一度ご相談ください。

※平成２０年度所得基準

　　　　（扶養親族等の数＋１）×３５万円＋２２万円

●制度を受けた期間の扱い

①受給資格期間には含まれますが、老齢基礎年金額には反

　映されません。

②１０年以内であれば、追納することができます。追納し

　た部分については、老齢基礎年金額に反映されます。

③障がい基礎年金、遺族基礎年金の受給資格期間に算入さ

　れます。

老齢基礎年金の
　繰り上げ・繰り下げ支給

　老齢基礎年金は、原則として６５歳から受け

られますが、希望すれば６０歳以後いつからで

も受けられます。

　６４歳以前から受けると年金額は減額され、

６６歳以後から受ける場合は増額されることに

なります。

　ただし、繰り上げ

や繰り下げ支給する

といくつかの制限が

あります。事前に社

会保険事務所等に相

談されるなど、よく

ご検討してから、お

申し込みください。

ねんきんダイヤル

　「ねんきんダイヤル」は、お手元に届いた回答

票のお問い合わせや一般の年金相談を受け付けて

います。

○平日　午前８時３０分から午後５時１５分まで

　※ただし月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）

　　は、午後７時まで受付します。

○第２土曜日　午前９時３０分から午後４時まで

　お手元に届いた「ねんきん特別便」についての

お問い合わせは次の専用ダイヤルへ

○平日　午前９時から午後８時まで

○第２土曜日　午前９時から午後５時まで

　

※役場、総合支所の国民年金担当係でも、加入記

　録照会票の記入の仕方や国民年金の加入記録等

　についてご相談を受けています。ご不明な点が

　ありましたら、お気軽にご相談ください。

【開設日時】　５月９日（金）午前１０時から午後３時まで

【会　　場】　オホーツク・文化交流センター（エコーセンター）

　　　　　 　網走市北２条西３丁目３番

　次の日程で、相談所が開設されます。国民年金の納付や免除

申請に関すること、障がい年金に関することなど何でもお気軽

にご相談ください。

ＴＥＬ：０５７０－０５－１１６５

ねんきん特別便専用ダイヤル

ＴＥＬ：０５７０－０５８－５５５

社会保険事務相談所開設
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おしらせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

【お問い合わせ先】

　大空町役場　

　　　ＴＥＬ　０１５２－７４－２１１１

　大空町東藻琴総合支所

　　　ＴＥＬ　０１５２－６６－２１３１

　ホームページ

　　http//:www.town.ozora.hokkaido.jp　

５月の主な行事

　３日（土）芝桜まつりオープニング

　　　　　　10:00  芝桜公園

　　　　　　

１８日（日）芝桜まつり

　　　　　　　（芝桜ライブステージ　ほか）

            　※ゲスト　夏木　えいじさん

　　　　　　11:00  芝桜公園

　

２４日（土）芝桜まつり

　　　　　　　（芝桜ライブステージ　ほか）

　　　　　　　※ゲスト　あさみ　ちゆきさん

　　　　　　　 12:00  芝桜公園　　　　　　　

２５日（日）女満別消防団消防演習

　　　　　　 9:00  ゲートボールセンター駐車場

　　　　　　芝桜まつり

　　　　　　　（ＨＢＣラジオ公開録音）

　　　　　　　※ゲスト　香田　晋さん

　　　　　　12:00  芝桜公園

　

３１日（土）東藻琴高校

　　　　　　　　　　フレッシュマーケット

　　　　　　 9:00  東藻琴高等学校

　　　　　　女満別中学校運動会

　　　　　　 9:00  女満別中学校

　　　　　　東藻琴中学校運動会

　　　　　　 9:30  東藻琴中学校

６月２日（月）は、

固 定 資 産 税　第１期

の納期限です。

フッ素で乳歯を守りましょう！
　フッ素は、歯の表面のカルシウムと

結合して歯質を強くします。お子さん

の大切な歯を守るため、半年に１度の

フッ素塗布をお勧めします。

＜女満別地区＞

　○と　　き　　５月２１日（水）

　○と こ ろ　　女満別老人福祉センター　

　○受付時間　　午後１時から１時４５分まで

　○対　　象　　１歳から就学前までのお子さん

　○受付開始　　５月１４日（水）

＜東藻琴地区＞

　○と　　き　　５月２３日（金）

　○と こ ろ　　ふれあいセンターフロックス

　○受付時間　　午後１時から１時３０分まで

　○対　　象　　１歳から就学前までのお子さん

　○受付開始　　５月１６日（金）

要予約

※申込みが必要です。定員（３０名）になりしだい締め切り

　ます。お早めにお申込みください。

※昼食後、歯をみがいて来てください。

※持ち物（普段使用している歯ブラシ、ハンカチ、母子手帳）

【お申し込み・お問い合わせ先】

　　福祉課健康推進係（内線１１３）

　　保健福祉課健康推進係（６６－２０７０）

朝日ヶ丘公園
　パークゴルフ場オープン

○営業期間　１０月３１日まで

※定休日なし。ただし、天候状況等により休業する場合があり

　ます。

○利用料：１日券２１０円、回数券（１２回分）２,１００円

【お問い合わせ先】

　大空総合管理協同組合（指定管理者）７４－４９００

軽 自 動 車 税　全　期

　女満別朝日地区にある朝日ヶ

丘公園パークゴルフ場がオープ

ンしています。起伏があり変化

に富んだ３６ホールの広いパー

クゴルフ場をどうぞお楽しみく

ださい。

朝日ヶ丘公園
　パークゴルフ場オープン

春到来

役

支
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注意

農
業
用
用
排
水
施
設

　

次
の
期
間
、
農
業
用
用
排
水
路

に
通
水
さ
れ
ま
す
。
年
々
水
路
で

の
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
通
水
期
間　

　

５
月
10
日
か
ら
９
月
上
旬
ま
で

●
注
意
事
項

　

○
用
排
水
路
の
防
護
柵
、
マ
ン

　
　

ホ
ー
ル
内
及
び
温
水
た
め
池

　
　

付
近
で
の
水
遊
び
は
危
険
で

　
　

す
。
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ

　
　

さ
い
。

　

○
通
水
期
間
中
は
、
用
排
水
路

　
　

の
水
深
が
特
に
深
く
、
大
変

　
　

危
険
で
す
。
小
さ
な
お
子
さ

　
　

ん
が
用
排
水
施
設
に
近
づ
い

　
　

た
場
合
は
、
注
意
す
る
よ
う

　
　

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
政
課
農
村
整
備
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
３
０
３
）

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
４
４
２
）

試験

調
理
師

　

平
成
20
年
度
の
調
理
師
試
験
が
、

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
試
験
日
時　

９
月
２
日
（
火
）

●
試
験
地　

北
見
市

●
願
書
受
付

　

５
月
12
日
（
月
）
か
ら

　
　
　

５
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
受
験
願
書
は
、
網
走
保
健
所
に

　

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

網
走
保
健
所

　
　
　
　

子
ど
も
・
保
健
推
進
課

TEL
０
１
５
２
（
４
１
）
０
６
９
５

石綿

特
別
遺
族
給
付
金

　

平
成
13
年
３
月
26
日
以
前
に
石

綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
疾
病

を
発
症
し
、
死
亡
し
た
労
働
者
の

遺
族
で
、
労
災
保
険
法
の
遺
族
補

償
給
付
を
受
け
る
権
利
が
時
効
に

よ
り
消
滅
し
た
方
に
対
し
て
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
特
別
遺
族
給
付
金
は
、
石

綿
救
済
法
施
行
後
３
年
以
内
に
請

求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
21
年
３
月
27
日
が
請
求
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
は
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
労
働
局
労
災
補
償
課

TEL
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

５月１日から

　　籍に関する届出、戸籍や住民票の請求

　　の際には、窓口での本人確認が必要に

なりました。

　不正な届出や請求を未然に防ぐために法

律が改正されたためです。

　また、他人の戸籍や除籍、住民票を取得

するには、正当かつ具体的理由の明記が必

要になりました。

　この場合も、必ず請求者の本人確認を行

います。代理人の方は、委任状もご持参く

ださい。

　運転免許証やパスポート、写真付き住

民基本台帳カードなどを提示していただ

いたり、氏名・住所・生年月日や家族構

成などの質問に正確に答えていただくな

どして、ご本人であるかを確認させてい

ただきます。

※正当な理由とは、「自分の権利を行使、

又は義務を履行するため」、「国や役所の手

続きに戸籍を提出しなければならない」な

ど、その内容や提出先なども詳しく書いて

いただくことになります。

戸籍窓口での「本人確認」を行います

本人確認方法

【お問い合わせ先】

　住民課町民係（内線１０２）

　住民生活課町民生活係（内線４３１）

戸

駐輪

地
域
間
バ
ス

　

４
月
か
ら
運
行
し
て
い
る
地
域

間
バ
ス
に
乗
車
さ
れ
る
方
で
、
駐

輪
場
を
使
用
さ
れ
る
方
は
、
次
の

場
所
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
東
藻
琴
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　

正
面
玄
関
前
左
側

●
女
満
別
研
修
会
館
正
面
玄
関
前

●
Ｊ
Ｒ
女
満
別
駅
正
面
玄
関
前
右
側

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
１
２
）

　

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
４
１
４
）

支

支 役

役

支

役
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発　
行
／　

大
空
町
役
場
企
画
課
広
報
広
聴
係　

　
　
　
　

〒
０
９
９
－
２
３
９
２　

北
海
道
網
走
郡
大
空
町
女
満
別
西
３
条
４
丁
目
１
番
１
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
１
５
２

）７
４
－
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ

（０
１
５
２

）７
４
－
２
１
９
１

●
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

自
治
会
名　
　

氏　
　
　
　
　

名　
　

年
齢

○
福　

富　

増　

子　

マ
ツ
エ
さ
ん　

95
歳

○
中
央
区　

森　
　
　
　
　

勝
さ
ん　

75
歳

○
西　

倉　

山　

川　

陽　

子
さ
ん　

29
歳

●
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
中　

央　

仲　

西　

政　

克
さ
ん

　
　

祖
母
の
死
亡
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
大　

東　

大　

和　

仁　

士
さ
ん

　
　

母
の
死
亡
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
福　

富　

増　

子　

昭　

一
さ
ん

　
　

母
の
死
亡
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
中
央
区　

森　
　
　

郁　

子
さ
ん　
　

　
　

父
の
死
亡
香
典
返
し
を
廃
し
て

○
西　

倉　

山　

川　

秀　

雄
さ
ん

　
　

子
の
死
亡
香
典
返
し
を
廃
し
て

▼
町
へ

○
戌
年
の
夢
耕
会

　
　

町
の
福
祉
活
動
の
た
め
に

○
網
走
市　

羽
二
生　

信　

二
さ
ん

　
　

      
羽
二
生　

房　

子
さ
ん

　
　

町
の
環
境
整
備
の
た
め
に

●人　口　８，４３８人（－４０）

●　男　　４，１２７人（－１４）

●　女　　４，３１１人（－２６）

●世帯数　３，１６６戸（－　３）

人口と世帯（前月比）

平成２０年３月末日現在

窓口

　だより

【e-
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広
報　

お
お
ぞ

ら
５

月
号

（Ｎ
ｏ

.
２

６

）

　３日（土）角谷こどもクリニック（網走） ６１－２３３２

　４日（日）網走厚生病院　　　　　　  ４３－３１５７

　５日（月）後藤田医院（網走）  　　　 ４４－６８１１

　６日（火）網走厚生病院　　　　　　  ４３－３１５７

１１日（日）中山医院（網走） 　　　　　４４－７２２７

１８日（日）はまむき医院（網走） 　　　４４－７３６５

２５日（日）青沼医院（網走） 　　　　　４４－２２７７

　３日（土）田畠医院（美幌）　 　　　　　７２－５２２２

　４日（日）美幌町立国民健康保険病院　　７３－４１１１

　５日（月）津別病院　　　　 　   　  　７６－２１２１

　６日（火） びほろ耳鼻咽喉科クリニック　７３－３９００

１１日（日）玉川医院（美幌）　　　　　　 ７５－３１４５

１８日（日）女満別中央病院（大空）　　　 ７４－２１８１

２５日（日）平間医院（美幌）　 　　　　　７２－１８８１

美
幌
地
区

内　　科

網
走
地
区

５月休日当番病院

外　　科
網走中央病院　　　　　４４－８６１１

網走厚生病院　　　 　 ４３－３１５７

こが病院（網走）　　　 ６１－０１０１

網走厚生病院　　　 　 ４３－３１５７

こが病院（網走）　　　 ６１－０１０１

こが病院（網走）　　　 ６１－０１０１

網走厚生病院　　　 　 ４３－３１５７

※救急患者のための診療です。

　一般の外来診療を受ける方は、

　ご遠慮ください。

町長室だより ５月の総合支所勤務日
山下町長の５月の総合支所勤務日

をお知らせします。
８日（木）・１６日（金）・２９日（木）

 
 

自
治
会
名　
　

氏　
　
　
　
　

名　
　

 

保
護
者

○
西　

倉　

　

　

地　

春　

翔
く
ん　

清
志
さ
ん

○
南　

区　

佐　

藤　

蒼　

依
く
ん　

康
司
さ
ん

○
栄
町
第
６ 

 

久　

常　

慎　

平
く
ん　
　

介
さ
ん

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん　は

る

と

あ

お

い

し
ん
ぺ
い

●
結
婚
お
め
で
と
う

　

自
治
会
名　
　

氏　
　
　
　
　

名

　

山　

園　

赤　

間　

博　

文
さ
ん

　

兵
庫
県　

伊　

東　

智　

子
さ
ん

　

昭
和
第
２　

露　

口　

英　

司
さ
ん

　

美
幌
町　

山　

森　

美　

幸
さ
ん

　

豊　

里　

山　

内　

昭　

典
さ
ん

　

美
幌
町　

小
田
切　

春　

菜
さ
ん

　

栄
町
第
５　

一　

戸　

賢　

太
さ
ん

　

湖　

畔　

中　

村　

紗
耶
香
さ
ん


